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平成３０年度 第１４回人事委員会 会議結果 

 

一 日 時     平成３０年１２月３日（月） 午後１時４５分から２時１５分まで 

 

二 場 所     人事委員会委員室（県庁第二庁舎７階） 

 

三 出席者 

１ 人事委員   委 員 長  上 田 博 久 

委   員  小 松 哲 也 

         委   員  中 本 久美子 

２ 事務局職員  事務局長  今 岡 誠 一  次長兼任用課長  山 添   久 

給与課長  吉 野 一 朗  係      長  毎 野 卓 実 

係  長  湯ノ口   修   係     長  足 立 陽 子 

係  長  髙 多 孝 典 

３ 傍聴者    なし 

                  

四 議 題 

議案第１号 平成３０年度鳥取県職員採用試験（身体障がい者、精神障がい者対象・高校卒業程度）

の採用候補者の決定について 

議案第２号 平成３０年度鳥取県職員採用試験（大学卒業程度（追加募集：薬剤師・獣医師・電気））

の採用候補者の決定及び採用候補者名簿の確定について 

議案第３号 職員の職務に専念する義務の免除について 

報告第１号 平成３０年度鳥取県警察官採用試験（警察官Ｂ）の採用候補者の決定について 

報告第２号 平成３０年度鳥取県職員採用試験（高校卒業程度（警察行政））の採用候補者の決定

について 

五 議 事 

議事について公開又は非公開のどちらとするかについて審議を行い、議案第３号は公開、議案第

３号以外は非公開とすることについて全員の合意を得た。 

 

◇議案第１号 

 平成３０年度鳥取県職員採用試験（身体障がい者、精神障がい者対象・高校卒業程度）の採用候補

者の決定について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。    

 

◇議案第２号 

 平成３０年度鳥取県職員採用試験（大学卒業程度（追加募集：薬剤師・獣医師・電気））の採用候

補者の決定及び採用候補者名簿の確定について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。    

 

◇議案第３号 

職員の職務に専念する義務の免除について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。 

 

【説 明】 

鳥取県知事から職員の職務に専念する義務の免除について申請があり、適当と認められるので下記の

とおり承認しようとするもの。 

 

記 
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１ 申請の内容（申請書…別紙１） 

（１）職員の職務に専念する義務を免除する場合 

職員が第１８回鳥取県－江原道スポーツ交流事業の卓球競技に鳥取県代表選手として参加する

場合 

 

（２）対象職員   東部県税事務所 主事 佐々尾若菜 

 

（３）免除期間    参加日程（12 月７日（金）～12 月 11 日（火））のうち勤務を要する日 

 

（４）根拠規定   職務に専念する義務の特例に関する規則第２条の表第 14 号 

○職務に専念する義務の特例に関する規則 

（義務免除） 

第２条 条例第２条第３号に規定する人事委員会が定める場合及びその期間は、次の表のとおりと

する。 

１４ 前各号に掲げるもののほか、人

事委員会が必要と認める場合 

その都度必要と認める期間 

  

（５）職員の職務に専念する義務を免除する理由 

  ・鳥取県－江原道スポーツ交流事業は、日韓両国の友好親善とスポーツの振興を図ることを目的と

したスポーツ交流事業であり、鳥取県事業である。 

  ・佐々尾氏は、鳥取県代表として全国大会、中国大会等に出場している選手であり、今回の卓球競

技の交流においては、江原道のトップレベルの選手と同等の選手を派遣する必要があることから、

鳥取県卓球連盟から佐々尾氏を派遣したい旨、所属長宛に依頼があったもの。 

  ・当該職員の本交流事業への参加は、本県の施策の推進に寄与し、公益に資するものであり、また、

当該職員が持つ卓球技術の実績に鑑みて今回特に参加を必要とされていることから、任命権者と

しても、当該職員が参加しやすい環境を整え、事業の円滑な実施を図ろうとするもの。 

 

２ 当委員会の判断 

  申請理由は妥当と考えられることから承認することが適当である。 

 

３ 承 認 日    議決日 

 

【質 疑】 

委 員：よろしいが、こういった特例は、毎回同じことを説明するのも大変だから、前例があったら何

回も何回も委員会に付議せずに、それに基づいてやられたらと思うがどうか。今回も悪いこと

ではないし、県の事業と書いてあり、それに対して我々は何ら反対するものはなく、事務とし

てはきちっと思慮されないといけないが、ただ説明される方が大変だと思う。 

委 員：江原道と鳥取県は何かつながりがあるのか。 

事務局：いわゆる姉妹縁組ということで、自治体同士で色んな分野で交流をしましょうという取り決め

をしている。 

 

◇報告第１号及び第２号 

平成３０年度鳥取県警察官採用試験（警察官Ｂ）の採用候補者の決定及び平成３０年度鳥取県職員採

用試験（高校卒業程度（警察行政））の採用候補者の決定について、事務局が一括して説明した。 
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六 次回人事委員会の開催 

  平成３０年１２月１８日（火）午後３時から開催することとした。 

 


